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4各種書類（校正証明書 ・ トレサビリティ ・ 検査成績書）について

本製品は、校正証明書、トレサビリティ、検査証明書の各書類が発行できます（別途費用）。ただし、これは
冷媒充填、ウェイトリミッタ ーとしての精度を示すものであり、商取引等にはご使用になれませんのでご注意
くださし 'o

5製品の再検査について

本製品は、冷媒充填、冷媒回収を行なう作業に関し、チャージャー ＆リミyタ ーとして高精度を誇っておりますが、
長い期間ご使用になられると精度誤差が徐々に大きくなります。
一年に一度は再検査にお出しください。（別途費用）
連絡先：上記まで

6製品仕様

品 番 TA101M 
分 解 ム月ヒ

ヒ 2g 
ひ よ う 里早 50kg (-FC3 20kgボンベ対応）
適用冷媒回収機 TA110A、B、C、R

使用可能冷媒容器
チャージャーの場合：-20kgボンベ

ウェイトリミソタ ー の場合： -20kg一般回収容器(FC3)
載 台 寸 法 228 (L) X228 (W) 
電 源 DC9V/006P電池、AC100V(いずれか一方で使用可能）
使用温度範囲 -5-40℃

ポ 卜
IN1/4フレアオスXOUT¼フレアオス (5/15フレアアダプター付）

ボールバルブX1
外 形 寸 法 460(L)X315(W)X60(0) mm 
質 量 約4.0kg

13 



【作業の中断］
回収作業中に中断したい時は

3-18. 回収機の吸入側のホ ー スのバルブを閉じ 、 回収機が自動停止 、 または吸入側ゲ ー ジが作業終了の負圧値に
達し たのを確認し 、 回収機の電源を切って く だ さ い。

3-19．本機の冒置ボ タン⑰を押しま す。

"STOP"の表示がさ れ ま す。

3-20. 作業を再開される時は'’目ボタン⑰を再度押します。

"START” の表示がされます。

2-21. もう一度冒層］ボタン⑰を押し、回収機の電源を入れ、

作業を再開させてください。

●各冷媒における満液量表（リミット値）

(21リッタ一回収容器）
規制重量値 (kg) 弊社推奨重量値 (kg)

R12 
21リッターX90%÷充填定数 21リッターX85%÷充填定数

21.98 20.76 

R22 
21リッターX90%÷充填定数 21リッターX85%÷充填定数

19.29 18.21 

R502 
21リッターX90%÷充填定数 21リッターX85%÷充填定数

20.32 19.19 

R134a 
21リッターX90%÷充填定数 21リッターX85%÷充填定数

19.89 18.79 

R404a 
21リッターX90%÷充填定数 21リッターX85%÷充填定数

16.15 15.26 

R407C 
21リッターX90%÷充填定数 21リッターX85%÷充填定数

18.17 17.16 

R410A 
21リッターX90%÷充填定数 21リッターX85%÷充填定数

16.58 15.66 

〈ボタン位置〉

(12リッター回収容器）

〈インジケーター部の表示〉
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規制重量値 (kg) 弊社推奨重量値 (kg)

R12 
12リッターX90%÷充填定数 12リッターX85%÷充填定数

12.56 11.86 

R22 
12リッターX90%÷充填定数 12リッターX85%÷充填定数

11.02 10.41 

R502 
12リッターX90%÷充填定数 12リッターX85%÷充填定数

11.61 10.97 

R134a 
12リッターX90%÷充填定数 12リッターX85%÷充填定数

11.37 10 74 

R404a 
12リッターX90%÷充填定数 12リッターX85%÷充填定数

9.23 8.72 

R407C 
12リッターX90%÷充填定数 12リッターX85%÷充填定数

10.38 9.81 

R410A 
12リッターX90%÷充填定数 12リッターX85%÷充填定数

9.47 8.95 

i 
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・規制重量値とは通産省告知第139号冷媒回収装置要領に記され た“ 冷媒が容器容量の90％に達した時 、 回収装置
を停止させなければならない ” という通達に基づき算出した数値です。
・弊社推奨重量値はフロ ー トセンサー の設定値 (85%）と同じにしています。

12 ー














